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６５５ 

 

 

ヒアリング事項（案）について 

 

 

１．第２回検討会（９月１６日（金））＜５団体＞ 

（・全国乳児福祉協議会・全国母子生活支援施設協議会・全国児童養護施設協議会 

・全国児童自立支援施設協議会・全国情緒障害児短期治療施設協議会） 

【事前に説明をお願いした事項】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．第３回検討会（10 月 7 日（金））、第４回検討会（10 月 21 日（金））等＜14 団体＞ 

（・家庭養護促進協会・全国里親会・日本ファミリーホーム協議会・キーアセット 

・全国自立援助ホーム協議会・全国児童家庭支援センター協議会・ゆずりは 

・ＣＶＶ（Children’s Views and Voices）・ＩＦＣＡ（International Foster Care Alliance） 

・非行と向き合う親たちの会（あめあがりの会）・大阪市・全国児童相談所長会 

・日本知的障害者福祉協会・全国保育協議会） 

 

【共通して説明や意見を伺う事項】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年９月１６日 

第２回 新たな社会的養育の在り方に関する検討会 

資料５ 

○議論のポイントに書かれていることに対する意見。 

特に、 

・今回の児童福祉法改正を踏まえ、社会的養育について、実践の場においてどの

ような課題があると認識しているか。 

・今後、どのような取組が必要と考えるか。制度等の環境整備について何が必要

か（施設の体系や子どもの年齢などの枠組み等） 

 

○議論のポイントに書かれていることに対する意見。 

特に、 

・今回の児童福祉法改正を踏まえ、社会的養育について、実践の場においてどの

ような課題があると認識しているか。 

・今後、どのような取組が必要と考えるか。制度等の環境整備について何が必要

か（施設の体系や子どもの年齢などの枠組み等） 

・議論のポイントに書かれていることに対する意見。 
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【個別に説明をお願いしたい事項】 

 

○非行と向き合う親たちの会（あめあがりの会）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日本知的障害者福祉協会 

 

 

 

 

 

 

○全国保育協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・児童虐待発生予防のための対応として在宅支援が重要であり、今後、保育所が市

町村における在宅支援において、重要な役割を担うことが期待されることについ

てどのように考えているか。 

 （保育所が在宅支援を担う上での現状と課題。実際の在宅支援業務において、市

町村に配慮してほしいこと。） 

・このような在宅支援を担う場合、保育所としてどのような支援が可能か。 

（すでに行っている取組。今後行う上で、どのような配慮が必要か。） 等 

・要保護児童の入所施設（社会的養護機能）として、施設運営上の現在の課題。 

・家族関係再構築支援や自立支援の現状と課題。 

・今後の将来像（地域分散化、小規模化、里親支援、地域支援など） 等 

・「非行と向き合う親たちの会」の活動の概要。 

・子どもや保護者が困っていた内容。 

・子どもや保護者が立ち直るまでの関わりやきっかけ。 

・子どもや保護者が求めている相談・支援の内容（求められている相談や支援）。 

 

 

 

 


